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生
成
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
進
歩

　

筆
者
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
18
世
紀

後
半
か
ら
始
ま
っ
た「
産
業
革
命
」

に
匹
敵
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
現
代

に
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
る
。Ｏｐ

ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
社
が
22
年
11
月
に
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ（
注
１
）
を
公
表
し
て
以

降
、
Ｇｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
や
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
等

も
生
成
Ａ
Ｉ
の
開
発
を
進
め
、
各

社
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
性
能
に
つ
い
て

も
数
年
で
劇
的
な
進
化
を
遂
げ
て

い
る
（
図
表
１
参
照
）。

　

そ
し
て
、
22
～
23
年
時
点
で
は

主
に
テ
キ
ス
ト
情
報
の
や
り
取
り

が
主
で
あ
っ
た
が
、
24
年
に
入
り

画
像
や
音
声
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
ル
チ

モ
ー
ダ
ル
Ａ
Ｉ
（
注
２
）」
の
開
発

が
進
ん
で
い
る
。
24
年
５
月
に
公

表
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｐ
Ｔ

－

４
ｏ
」
は
、

あ
た
か
も
人
間
と
会
話
し
て
い
る

よ
う
に
音
声
同
士
で
人
間
と
Ａ
Ｉ

の
間
で
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
（
注
３
）。
24
年
９
月
に
公
表

さ
れ
た「
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ

－

ｏ
１
」

は
、
大
規
模
自
然
言

語
モ
デ
ル
が
苦
手
と

さ
れ
る
数
学
・
科
学

分
野
に
も
強
い
能
力

を
有
す
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
生
成
Ａ
Ｉ

は
僅
か
２
年
と
い
う

短
期
間
で
従
来
の
常

識
を
覆
す
進
化
を
遂

げ
て
い
る
。

　
　

金
融
機
関
に
お

け
る
生
成
Ａ
Ｉ
活

用
の
現
在
地

⑴　

現
状
の
概
観

　

筆
者
が
多
く
の
金

融
機
関
に
対
す
る
生

成
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
係

る
支
援
や
Ａ
Ｉ
ガ
バ

ナ
ン
ス
態
勢
構
築
の

支
援
を
通
じ
て
理
解

し
た
、
金
融
機
関
に

お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
活

用
の
現
状
を
述
べ
る
。

　

金
融
機
関
の
多
く

は
、
最
初
の
段
階
と

し
て
チ
ャ
ッ
ト
形
式

1

２

図表１　主要な生成AIの進化

出所：各社のホームページなどから筆者作成
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GPT-3.5
ChatGPTとして広く提供
GPT-3.5
ChatGPTとして広く提供

PaLM2
8Kトークン対応、タスク特化型モデル展開
PaLM2
8Kトークン対応、タスク特化型モデル展開

Gemini
32Kトークン対応、マルチモーダル対応
Gemini
32Kトークン対応、マルチモーダル対応

Gemini 1.5
1Mトークン対応
Gemini 1.5
1Mトークン対応

LLaMA
従来より小型の言語モデル
LLaMA
従来より小型の言語モデル

Llama2
4Kトークン対応、商用利用可能
Llama2
4Kトークン対応、商用利用可能

Llama3
8Kトークン対応
Llama3
8Kトークン対応

Llama3.1
128Kトークン対応
Llama3.1
128Kトークン対応

Llama3.2
マルチモーダル対応、
軽量化

Llama3.2
マルチモーダル対応、
軽量化

Claude
9Kトークン対応
Claude
9Kトークン対応

Claude2
100Kトークン対応、PDF読み込み可
Claude2
100Kトークン対応、PDF読み込み可

Claude2.1
200Kトークン対応
Claude2.1
200Kトークン対応

Claude3
200Kトークン対応、マルチモーダル対応
Claude3
200Kトークン対応、マルチモーダル対応

Claude3.5
低価格化、高速レスポンス
Claude3.5
低価格化、高速レスポンス

GPT-4
32Kトークン対応、英語以外も対応
GPT-4
32Kトークン対応、英語以外も対応

GPT-4 Turbo
 / GPT-4 Turbo with Vision (preview)
128Kトークン対応、低価格化
 / APIでのマルチモーダル対応

GPT-4 Turbo
 / GPT-4 Turbo with Vision (preview)
128Kトークン対応、低価格化
 / APIでのマルチモーダル対応

GPT-4o
更なる精度向上、高速レスポンス音声対応
GPT-4o
更なる精度向上、高速レスポンス音声対応

GPT-4o mini
更なる低価格化
GPT-4o mini
更なる低価格化

OpenAI-o1
論理的思考を強化、 
科学や数学にも強い

OpenAI-o1
論理的思考を強化、 
科学や数学にも強い
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KPMG ／あずさ監査法人 金融統轄事業部 金融アドバイザリー事業部　ディレクター　秋場　良太

　2022年11月にChatGPTが公開されて以降、地域金融機関においても生
成AIの積極的な活用が進められている。しかし生成AIからの出力内容の精度が
低いことや、ＡＩガバナンス態勢構築が取組み途上であるなど課題も多い。本稿で
は生成ＡＩが業務効率化・高度化につながるための活用とガバナンス上の留意点を
解説する。

生成AIの活用と
ガバナンス上の留意点

特別
研究
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の
生
成
Ａ
Ｉ
を
セ
キ
ュ
ア
に
活
用

で
き
る
環
境
を
用
意
し
、
多
く
の

社
員
に
よ
る
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
生

成
Ａ
Ｉ
の
利
用
を
促
す
取
組
み
で

あ
る
。
こ
れ
と
同
時
並
行
的
に
、

シ
ス
テ
ム
企
画
や
Ｄ
Ｘ
推
進
部
署

が
全
社
的
な
旗
振
り
役
と
な
っ
て
、

想
定
さ
れ
る
多
く
の
ユ
ー
ス
ケ
ー

ス
か
ら
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き

も
の
を
選
定
し
、
そ
の
ユ
ー
ス
ケ

ー
ス
の
実
務
適
用
を
見
据
え
て
、

Ｐ
ｏ
Ｃ
（
注
４
）
の
実
施
な
ど
を
進

め
る
と
い
う
の
が
典
型
的
で
あ
る
。

　

大
手
金
融
機
関
で
は
、
既
に
具

体
的
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
洗
い
出

し
と
優
先
順
位
付
け
を
完
了
さ
せ

て
、
実
装
に
向
け
た
Ｐ
ｏ
Ｃ
を
全

社
的
に
推
進
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
（
一
部
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
で
は
既

に
実
務
適
用
が
完
了
し
て
い
る
も

の
も
あ
る
）。
生
成
Ａ
Ｉ
は
様
々

な
リ
ス
ク
を
内
包
す
る
た
め
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
活
用
推
進
と
同
時
並
行

的
に
、
自
社
の
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス

態
勢
の
構
築
・
高
度
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
地
域
金
融
機
関
に
お
い

て
は
取
組
み
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
大
手
金
融
機
関

と
同
様
に
有
益
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス

に
対
し
て
実
装
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
機
関
と
、
全
社
的

に
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
生
成
Ａ
Ｉ
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
の

個
別
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
へ
の
生
成

Ａ
Ｉ
活
用
は
取
組
み
途
上
の
機
関
、

こ
れ
か
ら
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
検

討
す
る
機
関
の
３
パ
タ
ー
ン
に
類

型
化
さ
れ
る
。
た
だ
し
生
成
Ａ
Ｉ

に
関
す
る
リ
ス
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

態
勢
構
築
に
関
し
て
は
、
多
く
の

地
域
金
融
機
関
が
取
組
み
途
上
で

あ
る
と
筆
者
は
理
解
し
て
い
る
。

各
金
融
機
関
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
検
討
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
事

例
を
紹
介
し
た
い
。

⑵　

社
内
問
い
合
わ
せ
業
務
の
効

率
化

　

個
別
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
検
討

し
て
い
る
多
く
の
金
融
機
関
は
、

様
々
な
部
署
で
発
生
し
て
い
る
社

内
問
い
合
わ
せ
業
務
に
、
生
成
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
て
効
率
化
を
目
指
す

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
営
業
店
に
お
い
て
Ａ
Ｍ

Ｌ
関
連
の
事
務
手
続
き
の
方
法
や

ル
ー
ル
を
、
本
部
担
当
者
に
問
い

合
わ
せ
す
る
こ
と
や
、
各
部
署
が

経
理
・
財
務
部
署
の
担
当
者
に
経

理
・
財
務
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

を
す
る
こ
と
等
が
当
て
は
ま
る
。

こ
う
し
た
社
内
で
発
生
す
る
問
い

合
わ
せ
に
お
い
て
、
直
接
担
当
者

に
問
い
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
チ
ャ
ッ
ト
形

式
で
問
い
合
わ
せ
、
生
成
Ａ
Ｉ
が

自
動
で
回
答
を
出
力
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
自
動
で
処

理
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
各
部
署
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
対
応
し
て
い
た
時
間
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
る
た
め
、
本
部
職
員
は

自
ら
の
本
来
業
務
に
注
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
質
問

に
対
す
る
回
答
を
生
成
す
る
の
は

得
意
で
あ
る
こ
と
や
、
本
ユ
ー
ス

ケ
ー
ス
は
業
務
効
率
化
の
効
果
が

高
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
金
融
機

関
内
で
検
討
が
進
ん
で
い
る
テ
ー

マ
で
あ
る
。
こ
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス

を
実
現
す
る
た
め
に
は
Ｒ
Ａ
Ｇ

（
Ｒ
ｅ
ｔ
ｒ
ｉ
ｅ
ｖ
ａ
ｌ 

Ａ
ｕ
ｇ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ 

Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
：
検
索
拡
張
生
成
、「
ラ
グ
」
と

読
む
、
以
下
Ｒ
Ａ
Ｇ
）
と
呼
ば
れ

る
技
術
を
用
い
る
の
が
一
般
的
だ

（
次
頁
図
表
２
参
照
）。

　

Ｒ
Ａ
Ｇ
は
、
事
前
準
備
と
し
て

社
内
に
存
在
す
る
規
程
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
類
を
ベ
ク
ト
ル
化
と
呼
ば
れ

る
テ
キ
ス
ト
情
報
を
Ａ
Ｉ
で
も
理

解
可
能
な
数
値
情
報
に
変
換
す
る

処
理
を
実
施
し
た
後
、
そ
の
デ
ー

タ
を
「
ベ
ク
ト
ル
Ｄ
Ｂ
」
と
呼
ば

れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
格
納
し
て

お
く
。
そ
し
て
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
に
て
、

ユ
ー
ザ
ー
が
聞
き
た
い
こ
と
を
チ

ャ
ッ
ト
画
面
に
問
い
合
わ
せ
、
Ｓ

ｔ
ｅ
ｐ
２
と
し
て
そ
の
内
容
を
ベ

ク
ト
ル
化
処
理
し
て
お
く
。
Ｓ
ｔ

ｅ
ｐ
３
に
て
問
い
合
わ
せ
内
容
と

類
似
し
た
社
内
デ
ー
タ
を
検
索
技

術
を
用
い
て
特
定
し
、
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
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４
で
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
の
問
い
合
わ
せ

内
容
と
特
定
さ
れ
た
社
内
情
報
を

含
め
た
プ
ロ
ン
プ
ト
（
注
５
）
を
作

成
し
、
そ
れ
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
入
力

す
る
。
最
終
段
階
と
し
て
入
力
さ

れ
た
プ
ロ
ン
プ
ト
に
基
づ
い
て
生

成
Ａ
Ｉ
が
回
答
を
自
動
生
成
し
て
、

ユ
ー
ザ
ー
が
そ
の
内
容
を
受
け
取

る
一
連
の
仕
組
み
で
あ
る
。

　

こ
の
Ｒ
Ａ
Ｇ
を
用
い
る
こ
と
で
、

生
成
Ａ
Ｉ
が
知
り
得
な
い
社
内
の

情
報
に
基
づ
い
た
回
答
の
生
成
が

可
能
と
な
る
た
め
、
社
内
問
い
合

わ
せ
業
務
を
効
率
化
で
き
る
。

⑵　

稟
議
書
の
ド
ラ
フ
ト
作
成

　

次
に
多
い
ケ
ー
ス
と
し
て
は
稟

議
書
の
ド
ラ
フ
ト
作
成
で
あ
る
。

金
融
機
関
内
に
は
多
く
の
稟
議
書

が
存
在
す
る
。
典
型
例
と
し
て
は

融
資
稟
議
書
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
稟
議
書
を
Ｒ
Ａ
Ｇ
の
仕
組
み
を

活
用
し
て
一
部
分
だ
け
で
も
生
成

Ａ
Ｉ
に
よ
る
ド
ラ
フ
ト
自
動
生
成

が
実
現
で
き
れ
ば
、
稟
議
に
関
す

る
業
務
が
効
率
化
さ
れ
た
り
、
若

手
職
員
が
ベ
テ
ラ
ン
職
員
と
同
レ

ベ
ル
の
稟
議
書
作
成
が
実
現
で
き

た
り
す
る
の
で
あ
る
（
標
準
化
の

実
現
）。

⑶　

文
書
レ
ビ
ュ
ー
の
自
動
化
・

効
率
化

　

最
後
に
紹
介
す
る
事
例
は
、「
文

書
レ
ビ
ュ
ー
の
自
動
化
・
効
率
化
」

で
あ
る
。

　

例
え
ば
営
業
部
門
や
リ
ス
ク
管

理
部
門
な
ど
の
部
署
は
、
シ
ス
テ

ム
投
資
に
関
す
る
要
望
書
を
シ
ス

テ
ム
部
署
に
提
出
し
、
そ
の
内
容

を
シ
ス
テ
ム
部
署
の
担
当
者
が
レ

ビ
ュ
ー
・
内
容
確
認
を
実
施
し
、

不
足
し
て
い
る
観
点
の
追
記
や
修

正
等
の
や
り
取
り
を
行
う
業
務
が

存
在
す
る
。
似
た
よ
う
な
や
り
取

り
と
し
て
は
、
営
業
店
か
ら
審
査

部
署
に
提
出
さ
れ
た
融
資
稟
議
書

に
対
し
審
査
担
当
者
が
レ
ビ
ュ
ー

を
行
う
業
務
が
あ
る
。
こ
う
し
た

文
書
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
も
、
生

成
Ａ
Ｉ
に
事
前
に
レ
ビ
ュ
ー
観
点

を
プ
ロ
ン
プ
ト
な
ど
に
記
載
し
て

お
く
こ
と
で
レ
ビ
ュ
ー
観
点
毎
に

自
動
で
評
価
結
果
を
出
力
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

　

金
融
機
関
内
で
は
、
こ
う
し
た

文
書
の
レ
ビ
ュ
ー
・
内
容
確
認
・

修
正
対
応
が
多
く
発
生
し
て
い
る

た
め
、
効
率
化
効
果
の
大
き
い
領

域
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
、
要
約
や
翻
訳
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
自
動
生
成
な
ど

の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
は
多
く
の
金
融

機
関
で
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

「
文
書
レ
ビ
ュ
ー
」
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
金
融
機
関
は
多
く
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
レ

ビ
ュ
ー
を
自
動
化
・
効
率
化
す
る

こ
と
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
得
意
と
す
る

内
容
で
あ
る
た
め
、
有
望
な
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
の
一
つ
と
評
価
し
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス

に
も
Ｒ
Ａ
Ｇ
が
用
い
ら
れ
る
。

　
　

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
上
の
課
題

　

金
融
機
関
に
お
い
て
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
や
リ
ス
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

面
に
お
け
る
検
討
が
進
展
す
る
に

つ
れ
、
課
題
も
具
体
的
に
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
（
次
頁
図
表
３
参

照
）。

⑴　

適
切
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
し

な
い
と
「
Ｐ
ｏ
Ｃ
倒
れ
」
も

　

次
頁
図
表
３
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の

３

図表２　RAGの仕組み（簡略化した記載）

出所：著者作成

ドキュメ索 ベクトルDB
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ベクトル化
処理

ベクトル化
処理

生成AIに
よる回答
自動作成

類似度検

問合せ

返答

生成AI

Step1
Step2

Step3

取得した類似
テキストを含めた 
プロンプトを作成

Step4Step5

Step0:事前準備DBから問い合わせ
内容と類似する
情報を取得

社内ドキュメントの
テキストをベクトルと
共にDBに保存

テキストデータの
抽出・テキストの分割

社内の規程・要領・
マニュアル類 など
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実
務
適
用
を
進
め
る
上
で
必
要
な

「
活
用
方
針
」、「
シ
ス
テ
ム
構
成
」、

「
デ
ー
タ
」
お
よ
び
「
リ
ス
ク
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
各
段
階
で
主
な

課
題
を
「
Ｐ
ｏ
Ｃ
・
一
部
社
内
業

務
適
用
」
と
「
本
格
展
開
」
の
フ

ェ
ー
ズ
毎
に
整
理
し
た
。

　

今
か
ら
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
検

討
し
て
い
く
金
融
機
関
に

と
っ
て
は
、
ユ
ー
ス
ケ
ー

ス
の
洗
い
出
し
や
ユ
ー
ス

ケ
ー
ス
の
優
先
順
位
付
け
、

Ｐ
ｏ
Ｃ
テ
ー
マ
の
選
定
な

ど
が
課
題
に
な
る
。
Ｐ
ｏ

Ｃ
テ
ー
マ
が
定
ま
っ
た
と

し
て
も
、
Ｒ
Ａ
Ｇ
を
実
施

す
る
た
め
に
は
社
内
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
の
収
集
・
整
理
・

体
系
化
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
対
応
は
非
常
に
手
間

の
か
か
る
作
業
と
な
る
。

無
事
に
Ｐ
ｏ
Ｃ
の
実
施
ま

で
こ
ぎ
着
け
た
と
し
て
も
、

い
わ
ゆ
る「
Ｐ
ｏ
Ｃ
倒
れ
」

に
陥
っ
て
い
る
金
融
機
関

が
一
定
程
度
存
在
す
る
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
は
、

「
Ｒ
Ａ
Ｇ
の
検
索
精
度
が

低
い
」
理
由
で
実
務
展
開

に
至
ら
ず
Ｐ
ｏ
Ｃ
倒
れ
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
生

成
Ａ
Ｉ
を
ク
イ
ッ
ク
か
つ
安
価
に

利
用
で
き
る
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト

や
生
成
Ａ
Ｉ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
品
が

存
在
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
製
品
は
、
社
内
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
の
特
性
を
踏
ま
え
た

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
実
施
し
な
く
て

も
Ｒ
Ａ
Ｇ
を
活
用
し
た
ユ
ー
ス
ケ

ー
ス
へ
の
適
用
が
実
現
で
き
る
。

社
内
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
チ
ャ
ン
ク

分
け
（
注
６
）
や
ベ
ク
ト
ル
化
方
法

の
工
夫
、
ベ
ク
ト
ル
Ｄ
Ｂ
を
社
内

文
書
体
系
に
沿
っ
た
構
成
に
す
る

等
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
実
施
し
な

い
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
品
を
使
っ
た

場
合
、
生
成
Ａ
Ｉ
か
ら
の
出
力
内

容
の
精
度
や
正
確
性
が
低
い
た
め
、

Ｐ
ｏ
Ｃ
倒
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
社
内
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
多
種
多
様

で
テ
キ
ス
ト
情
報
だ
け
で
な
く
図

表
や
画
像
が
多
用
さ
れ
た
デ
ー
タ

で
あ
る
場
合
で
も
正
確
性
が
低
く

な
る
場
合
が
あ
る
が
、
マ
ル
チ
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
（
注
７
）
や
マ
ル
チ
モ

ー
ダ
ル
の
技
術
を
使
え
ば
あ
る
程

度
解
決
で
き
る
た
め
、
し
っ
か
り

と
し
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
生
成
Ａ

Ｉ
の
実
務
適
用
に
は
必
須
で
あ
る
。

⑵　

本
格
展
開
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
実
装

　

Ｐ
ｏ
Ｃ
実
施
後
、
生
成
Ａ
Ｉ
を

実
務
に
本
格
展
開
す
る
フ
ェ
ー
ズ

で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
を
前
提
と

し
た
業
務
フ
ロ
ー
の
設
計
や
、
本

格
展
開
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
実
装

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
注
８
）
や
プ
ロ
ン
プ
ト
イ
ン
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
（
注
９
）
へ
の
対
応
や
個

人
情
報
の
入
力
の
抑
止
の
た
め
、

生
成
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
入

出
力
の
監
視
と
不
適
切
な
入
出
力

の
防
止
の
た
め
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

設
計
も
重
要
と
な
る
。

　

ま
た
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
は
「
デ
ー

タ
が
あ
っ
て
始
め
て
成
立
す
る
」

た
め
、
非
構
造
化
デ
ー
タ
を
含
め

た
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
態
勢
構

築
と
そ
の
運
用
設
計
も
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。

図表３　生成AIの活用やガバナンス面における主な課題

出所：著者作成

領
域
毎
の
主
な
課
題

有望なユースケースの洗い出し、ユースケースの
優先順位付け
PoC実施のための方法・評価方法の検討
PoC実施後の実務適用判定

・

・
・

生成AI活用を前提とした業務フローの変更とそれに
伴う既存規程類の修正
本格展開に向けたシステム実装、導入済みの生成AI
ソリューションの活用

・

・

ハルシネーションやプロンプトインジェクションへの対応
ガードレール設計（入出力の監視と不適切な入出力の
防止）
生成AIモデルの追加学習やバージョン管理

・
・

・

非構造化データも含めたデータガバナンス・データ
マネジメント構築とその運用設計
継続的なデータのアップデート

・
　
・

本格展開のためのリスク評価方法の確立
生成AIの利活用を過度に制限しない組織設計・
ガバナンス態勢整備
生成AIのリスク評価・監視システムの実装

・
・

・

RAGの検索精度の向上、ベクトルDBの構成検討
活用する生成AIモデルの検討（アップデート対応含む）

・
・

必要なテキスト情報の収集・整理・体系化
文書化されていない暗黙知の形式知化
図表や画像の解読

・
・
・

生成AIの利用のための社内利用ガイドラインの策定
セキュリティーやプライバシー、著作権への対応
国内外のAI規制・AIガイドラインの主要要件整理と
その対応

・
・
・

PoC・一部社内業務適用

活用方針

システム構成

データ

リスク・
ガバナンス

本格展開
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⑶　

ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の
留
意
点

　

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
上
の
課
題
の
最

後
と
し
て
、生
成
Ａ
Ｉ
の
リ
ス
ク
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
に
つ
い
て
説

明
す
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
既
述
の
通

り
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
や

プ
ロ
ン
プ
ト
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
、

個
人
情
報
漏
洩
な
ど
の
リ
ス
ク
が

存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の

従
業
員
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
扱
う
状
況

に
あ
る
場
合
（
単
純
な
チ
ャ
ッ
ト

形
式
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
も
該
当

す
る
）
に
は
、
従
業
員
向
け
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
当
該
内

容
を
し
っ
か
り
と
従
業
員
に
説
明

す
る
こ
と
が
生
成
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
第
一
歩
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
個
別
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
を
本
格
展
開
す
る
前
ま

で
に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
に

対
す
る
リ
ス
ク
評
価
方
法
を
確
立

の
上
、
金
融
庁
の
「
モ
デ
ル
・
リ

ス
ク
管
理
に
関
す
る
原
則
（
注
10
）」

（
以
下
、
金
融
庁
原
則
）
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
３
つ
の
防
衛
線
、
モ

デ
ル
・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
、
リ
ス

ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う

概
念
を
理
解
し
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
・
リ

ス
ク
管
理
の
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

態
勢
構
築
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

　

た
だ
し
、
金
融
庁
原
則
で
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
を
そ
の
ま
ま
地

域
金
融
機
関
に
適
用
す
る
の
は
、

過
度
な
対
応
に
な
る
懸
念
が
あ
る
。

さ
ら
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
積
極
的
に
活

用
し
て
効
率
化
や
高
度
化
を
促
進

し
た
い
も
の
の
、
金
融
庁
原
則
を

鵜
呑
み
に
す
る
と
管
理
負
荷
が
高

い
こ
と
と
、
機
動
的
な
モ
デ
ル
の

変
更
や
Ｒ
Ａ
Ｇ
の
各
要
素
の
改
善

が
阻
害
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。
そ

の
た
め
「
攻
め
」
と
「
守
り
」
に

鑑
み
た
バ
ラ
ン
ス
あ
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
態
勢
構
築
が
肝
要
で
あ
る
。
組

織
設
計
と
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル

を
利
用
す
る
モ
デ
ル
オ
ー
ナ
ー

（
モ
デ
ル
リ
ス
ク
管
理
上
の
１
線
）

と
そ
の
リ
ス
ク
を
統
括
す
る
モ
デ

ル
・
リ
ス
ク
管
理
上
の
２
線
、
そ

し
て
内
部
監
査
部
に
よ
る
監
査
と

い
う
３
つ
の
防
衛
線
の
組
織
設
計

は
基
本
で
あ
る
。
た
だ
し
１
線
と

２
線
を
ど
の
部
署
・
部
門
が
担
当

し
、
各
部
門
の
役
割
分
担
に
つ
い

て
は
各
金
融
機
関
の
人
的
リ
ソ
ー

ス
等
の
実
態
を
考
慮
し
た
設
計
が

求
め
ら
れ
る
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

管
理
プ
ロ
セ
ス
の
構
想
や
設
計
も

必
要
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
は
一

般
的
に
、
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
開
発
、

使
用
前
検
証
、
使
用
後
の
継
続
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
と
再
検
証
、
Ａ
Ｉ
モ

デ
ル
の
改
善
と
い
う
一
連
の
プ
ロ

セ
ス
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
管
理
の
対
象
は

も
ち
ろ
ん
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
が
対
象
で

あ
る
も
の
の
、
生
成
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
内
に
あ
る
ど
の
機
能
を
モ
デ
ル

と
定
義
す
る
の
か
、
定
義
さ
れ
た

モ
デ
ル
に
対
し
て
管
理
プ
ロ
セ
ス

を
適
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
生
成

Ａ
Ｉ
は
技
術
的
な
進
歩
が
著
し
く
、

Ｒ
Ａ
Ｇ
の
仕
組
み
も
日
々
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
も
の
な
の
で
、

こ
れ
ら
の
ど
の
範
囲
を
一
連
の
管

理
プ
ロ
セ
ス
に
の
せ
る
の
か
は
、

Ａ
Ｉ
活
用
が
過
度
に
制
限
さ
れ
な

い
よ
う
な
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
特
に
１
線
に
よ
る
継
続
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
し
て
、
ど
の
程
度
の

深
度
で
リ
ス
ク
評
価
を
す
る
か
。

ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
生
成

Ａ
Ｉ
固
有
リ
ス
ク
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
評
価
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
か
。
そ
し
て
１
線
に
よ
る
継
続

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
対
し
、
２
線
に

よ
る
検
証
・
承
認
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
の
設
計
も
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
評
価

方
法
は
確
立
さ
れ
た
手
法
が
存
在

す
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
生

成
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
が
対
象
と
し
て

い
る
内
容
に
応
じ
て
、
リ
ス
ク
ベ

ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
本
概
念

の
下
、
あ
く
ま
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
積

極
的
な
活
用
が
円
滑
に
進
む
よ
う

な
管
理
プ
ロ
セ
ス
を
設
計
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　
　

真
の
Ｄ
Ｘ
実
現
の
た
め
に

　

大
手
金
融
機
関
や
地
域
金
融
機

関
に
よ
ら
ず
、
多
く
の
生
成
Ａ
Ｉ

４
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ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
が
、
既
存
の
業
務

フ
ロ
ー
の
一
部
効
率
化
に
留
ま
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
か
ら
獲
得
で
き

る
効
果
が
大
き
い
た
め
、
従
来
は

実
現
が
困
難
で
あ
っ
た
領
域
に
も

効
率
化
は
進
む
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
真
の
Ｄ
Ｘ
が
そ
れ
ら

の
取
組
み
で
実
現
す
る
か
と
い
え

ば
「
否
」
で
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
は
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
用
い
既
存
の
業
務
や

ビ
ジ
ネ
ス
の
変
革
を
行
い
、
顧
客

起
点
の
価
値
創
出
を
実
現
す
る
こ

と
を
意
図
し
て
い
る
。
こ
の
「
真

の
Ｄ
Ｘ
」
実
現
の
た
め
に
は
、
筆

者
は
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
要
諦

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

１
つ
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
パ

ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
」
で
あ
る
。
生
成

Ａ
Ｉ
は
入
力
さ
れ
る
情
報
に
応
じ

た
個
別
の
出
力
を
行
う
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
マ
ス
リ
テ
ー
ル
向
け

の
営
業
に
お
い
て
は
従
業
員
が
個

別
に
渉
外
活
動
を
行
う
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
も
の
の
、
生
成
Ａ
Ｉ

と
デ
ジ
タ
ル
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
る

こ
と
で
、
個
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
接
客
や
提
案
等
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
実
現
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

２
つ
目
は「
Ｃ
Ｘ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
」

で
あ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
Ｃ
Ｉ
Ｏ
、
Ｃ

Ｒ
Ｏ
な
ど
の
Ｃ
Ｘ
Ｏ
機
能
に
対
し

て
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
管
理
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

と
同
時
に
、
Ｃ
Ｘ
Ｏ
が
本
来
担
う

べ
き
機
能
に
対
し
新
た
な
提
案
や

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
活
用
方
法

で
あ
る
。

　

最
後
は
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
」
で
あ
る
。
２
線
に
よ

る
統
制
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
３
線

に
よ
る
監
査
は
、
多
く
の
人
的
リ

ソ
ー
ス
が
投
入
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
特
定
の
時
点
に
お
け
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
の
が
実

態
で
あ
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

れ
ば
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
が
実
現
す
る
と
同
時
に
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
質
も
高
い
レ
ベ
ル
で

行
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
今
後
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
産
業
界
に
与
え
る
で

あ
ろ
う
。
24
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
と
化
学
賞
と
も
に
Ａ
Ｉ
研
究

家
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
注
11
）。
Ａ
Ｉ
は
科
学
の
発
展
を

も
加
速
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
後
数
年
間
の
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
取

組
み
深
度
に
よ
っ
て
、
各
金
融
機

関
の
競
争
優
位
性
は
大
き
く
変
動

す
る
こ
と
は
、
も
は
や
自
明
で
あ

ろ
う
。

　

な
お
、
本
稿
で
述
べ
た
意
見
は

筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
る

※　

※　

※

（
注
１
）
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ 

Ｏ
ｐ
Ｃ
ｏ
，

Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
商
標
登
録
で
あ
る
。

（
注
２
）
テ
キ
ス
ト
や
音
声
、
画
像
、
動

画
な
ど
複
数
の
異
な
る
種
類
の
デ
ー
タ

を
ま
と
め
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｉ
。

（
注
３
）https://w

w
w

.youtube.com
/

w
atch?v=D

Q
acCB9tD

aw

（
注
４
）「
Ｐ
ｒ
ｏ
ｏ
ｆ 

ｏ
ｆ　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ

ｅ
ｐ
ｔ
」
の
略
で
、「
概
念
実
証
」
を

意
味
す
る
。新
し
い
技
術
や
シ
ス
テ
ム
・

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
前
段
階
で
、
そ

の
実
現
可
能
性
を
確
認
す
る
た
め
の
検

証
作
業
を
指
す
。

（
注
５
）
ユ
ー
ザ
ー
が
生
成
Ａ
Ｉ
シ
ス

テ
ム
の
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

を
通
じ
て
入
力
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す

る
指
示
や
質
問
。

（
注
６
）
Ｒ
Ａ
Ｇ
の
参
照
元
と
な
る
ベ

ク
ト
ル
Ｄ
Ｂ
を
作
成
す
る
前
に
、
予
め

社
内
テ
キ
ス
ト
を
Ａ
Ｉ
が
読
み
込
め
る

よ
う
に
分
割
し
て
お
く
処
理
。

（
注
７
）
複
数
の
生
成
Ａ
Ｉ
が
役
割
に

応
じ
て
自
動
的
に
動
作
す
る
こ
と
で
、

従
来
よ
り
も
複
雑
な
タ
ス
ク
を
こ
な
し

た
り
、
正
確
性
の
高
い
出
力
を
実
現
す

る
た
め
の
技
術
。

（
注
８
）
生
成
Ａ
Ｉ
が
事
実
と
は
異
な

る
不
正
確
な
内
容
を
出
力
す
る
現
象
を

指
す
。

（
注
９
）
巧
み
な
プ
ロ
ン
プ
ト
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
差
別
や
倫
理
違
反
、
犯

罪
に
つ
な
が
る
情
報
を
出
力
で
き
た
り
、

生
成
Ａ
Ｉ
が
学
習
済
み
の
個
人
情
報
な

ど
の
機
密
情
報
を
抜
き
取
っ
た
り
す
る

行
為
。

（
注
10
）https://w

w
w

.fsa.go.jp/new
s/

r3/ginkou/20211112/pdf_02.pdf

（
注
11
）https://w

w
w

.kva.se/en/

prizes/nobel-prizes/


